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★
今
年
は
令
和
に
な
っ
て
初
め
て
の
新
年
を
迎

え
、
2
月
に
は
新
天
皇
の
誕
生
日
の
祝
宴
も
開
か

れ
、
祝
賀
ム
ー
ド
に
包
ま
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
7

月
に
は
東
京
オ
リ
・
パ
ラ
が
開
催
さ
れ
、
日
本
は

賑
や
か
で
、
華
や
か
な
年
に
な
る
筈
で
あ
っ
た
。

そ
れ
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
発
生
で
一
変
し
て
し
ま
っ
た
。

★
昨
年
末
、
中
国
武
漢
市
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
発

生
、
多
く
の
感
染
者
が
存
在
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

日
本
で
も
多
く
の
人
が
感
染
、
た
ち
ま
ち
世
界
各
国
に
拡
大
し

た
。
★
発
表
か
ら
2
ヶ
月
が
経
過
、
発
生
元
の
中
国
で
は
、
感

染
者
数
は
ピ
ー
ク
を
過
ぎ
、
ウ
イ
ル
ス
が
欧
州
に
飛
び
火
し

て
、
イ
タ
リ
ア
、
フ
ラ
ン
ス
を
中
心
に
多
く
の
感
染
者
が
見
つ

か
っ
て
い
る
。
テ
レ
ビ
で
見
る
限
り
、
主
要
都
市
の
繁
華
街
は

ま
る
で
ゴ
ー
ス
ト
タ
ウ
ン
化
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
★
こ
の

調
子
で
は
、
欧
州
か
ら
ア
フ
リ
カ
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
中
南
米
に

ウ
イ
ル
ス
が
蔓
延
し
、
世
界
中
に
ウ
イ
ル
ス
が
飛
び
回
る
の
で

は
な
い
か
と
心
配
さ
れ
る
。
1
日
も
早
く
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
治
療
法
と
効
果
的
な
新
薬
が
開
発
さ
れ
る
こ
と
を
願
い
た

い
。
★
我
が
国
を
含
め
諸
外
国
で
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
を
防
ぐ
た
め
に
、
様
々
な
対
策
を
考
え
て
い
る
。
集
団
感
染

（
ク
ラ
ス
タ
ー
）を
防
ぐ
た
め
に
、
イ
ベ
ン
ト
、
集
会
、
学
校
の

休
校
、
出
入
国
の
制
限
、
ス
ポ
ー
ツ
競
技
の
中
止
等
で
あ
る
。

★
感
染
を
水
際
で
防
ぐ
た
め
に
は
、
や
む
を
得
な
い
対
策
で
あ

る
と
理
解
し
て
も
、
そ
れ
に
伴
う
反
動
は
計
り
知
れ
な
い
。
特

に
経
済
に
与
え
る
影
響
は
深
刻
で
あ
る
。
人
の
移
動
を
制
限
す

る
こ
と
が
、
こ
れ
ほ
ど
経
済
に
大
き
な
、
そ
し
て
深
刻
な
影
響

を
与
え
る
と
は
想
像
出
来
な
か
っ
た
。
★
年
度
末
を
控
え
、
ど

の
企
業
も
資
金
繰
り
に
忙
し
い
。
大
手
企
業
は
心
配
な
い
だ
ろ

う
が
、
日
本
の
経
済
を
下
支
え
す
る
多
く
の
中
堅
、
小
規
模
企

業
に
と
っ
て
は
ま
さ
に
死
活
問
題
で
あ
る
。
政
府
は
勿
論
の
こ

と
、
地
域
の
実
情
に
詳
し
い
政
治
家
も
地
方
の
地
場
産
業
の
生

き
残
り
に
頑
張
ら
な
い
と
い
け
な
い
。
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3月 号

党大会で一斉休校を要請する安倍総理
（出典：首相官邸ホームページ）

思
わ
ぬ
災
難
が
降
り
か
か
る

最大の政治課題ウイルスの拡大防止最大の政治課題ウイルスの拡大防止
安倍首相、学校に一斉休校を要請安倍首相、学校に一斉休校を要請

最大の政治課題ウイルスの拡大防止最大の政治課題ウイルスの拡大防止
安倍首相、学校に一斉休校を要請安倍首相、学校に一斉休校を要請

令
和
2
年
度
政
府
予
算
の
国
会
審
議
と
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
問
題
と
が
重
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
特
に
参
議
院
予
算
委
員
会
の

質
問
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
問
題
が
中
心
に
な
っ
た
。
安

倍
首
相
は
、
専
門
家
の
意
見
を
聞
い
て
、
2
月
27
日
に
全
国
の
小
、

中
、
高
校
、
特
別
支
援
学
校
に
対
し
て
、
一
斉
休
校
を
要
請
し

た
。
さ
ら
に
、
集
団
感
染（
ク
ラ
ス
タ
ー
）を
防
ぐ
た
め
に
、
イ
ベ

ン
ト
等
の
自
粛
を
要
請
し
た
。
そ
れ
で
も
効
果
が
な
い
と
判
断
し

た
場
合
、
内
閣
総
理
大
臣
は
、
緊
急
事
態
宣
言
を
し
て
、
各
都
道

府
県
知
事
が
私
権
制
限
を
含
め
、
防
止
対
策
を
可
能
と
す
る
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
特
別
措
置
法
の
改
正
案
を
提
出
し
た
。
野
党

側
に
は
、
国
民
の
権
利
を
制
限
す
る
と
し
て
反
対
す
る
声
も
あ
っ

た
が
、
賛
成
多
数
で
成
立
し
た
。
法
案
が
成
立
し
た
が
、
日
本
の

感
染
状
況
は
、

総
理
が
宣
言
を

発
す
る
ま
で
の

状
態
に
な
っ
て

い
な
い
。
今
回

の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
は
、

安
倍
内
閣
の
責

任
で
も
な
い
。

全
く
降
っ
て
わ

い
た
災
難
で
あ

る
。
国
民
も
多

少
の
不
便
を
我

慢
し
て
、
こ
の

災
難
に
打
ち
勝

た
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
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参
議
院
予
算
委
員
会

参
議
院
予
算
委
員
会

二
ノ
湯
議
員
自
民
党
の
ト
ッ
プ
で
質
問

二
ノ
湯
議
員
自
民
党
の
ト
ッ
プ
で
質
問予算委員会で総理に質問する二ノ湯議員

3
月
2
日
か
ら
、
参
議
院
で
令
和
2
年
度
政

府
予
算
案
の
審
議
が
始
ま
っ
た
。
二
ノ
湯
議
員

は
2
日
の
午
後
か
ら
質
問
に
立
つ
予
定
で
あ
っ

た
が
、
現
行
の
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
特

措
法
」
で
は
、
マ
ス
ク
等
の
備
蓄
は
、
国
か
都

道
府
県
の
ど
ち
ら
が
責
任
を
持
つ
の
か
に
つ
い

て
紛
糾
し
、
委
員
会
が
中
断
し
た
た
め
に
、
翌

日
の
3
日
に
な
っ
た
。
二
ノ
湯
議
員
に
与
え
ら

れ
た
質
問
時
間
は
44
分
。
こ
の
時
間
を
全
て
使

い
切
る
と
な
る
と
、
15
項
目
ぐ
ら
い
を
準
備
し

て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
与
党
の
質
問
は

あ
ま
り
厳
し
く
聞
く
こ
と
も
出
来
ず
、
さ
り
と

て
政
府
を
持
ち
上
げ
過
ぎ
て
も
な
ら
ず
、
気
を

使
う
も
の
で
あ
る
。
当
日
質
問
し
た
中
で
、
主

な
質
問
内
容
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
括
弧
内
は

答
弁
大
臣
。
主
な
関
連
項
目
は
、
3
、
4
面
に

掲
載
し
た
。

1
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
拡
大
防
止
対
策
や

経
済
対
策
を
講
ず
る
た
め
に
、
補
正
予
算
の
早

期
執
行
と
令
和
2
年
度
予
算
の
速
や
か
な
成
立

を
図
り
、
あ
ら
ゆ
る
財
源
を
駆
使
し
て
、
躊
躇

な
く
実
行
す
る
べ
き
だ
。（
総
理
）

2
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
に
正
し
い
情
報
を
国
内
、
国
外
含
め
て
展

開
し
て
い
る
の
か
。
さ
ら
に
感
染
拡
大
を
防
止

す
る
た
め
に
、
国
民
の
皆
様
に
何
を
自
粛
し
、

協
力
し
て
欲
し
い
か
、
発
信
す
る
べ
き
で
は
な

い
か
。（
厚
生
労
働
大
臣
政
務
官
、
総
理
）

3
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ
て
大
き
な

打
撃
を
被
っ
て
い
る
観
光
関
連
産
業
へ
の
緊
急

支
援
と
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
落
ち
着
い

た
後
、
外
国
人
観
光
客
を
観
光
公
害
と
は
言
わ

ず
、
市
民
と
外
国
人
観
光
客
が
共
生
す
る
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
べ
き
。（
国
土
交
通
大
臣
）

4
、
東
京
高
等
検
察
庁
黒
川
検
事
長
の
勤
務
延

長
を
行
っ
た
理
由
は
何
か
。
い
つ
、
ど
の
よ
う

な
経
緯
で
国
家
公
務
員
法
の
解
釈
に
つ
い
て
関

係
機
関
で
協
議
が
行
わ
れ
判
断
さ
れ
た
の
か
。

（
法
務
大
臣
）

5
、
決
算
の
参
議
院
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
参

議
院
は
決
算
審
議
を
重
要
視
し
て
い
る
。
決
算

審
議
等
を
ど
の
よ
う
に
令
和
2
年
度
予
算
案
に

反
映
さ
せ
て
い
る
の
か
。（
財
務
大
臣
）

6
、
令
和
2
年
度
予
算
案
に
お
い
て
、
経
済
再

生
と
財
政
健
全
化
と
い
う
両
立
の
基
本
的
な
目

標
を
継
続
出
来
て
い
る
の
か
。（
財
務
大
臣
）

7
、
世
論
調
査
で
は
、
憲
法
改
正
に
向
け
た
議

論
が
活
発
に
行
わ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
声
が

多
い
。
総
理
は
、
一
国
会
議
員
と
し
て
、
ど
う

い
う
思
い
で
憲
法
改
正
に
臨
む
つ
も
り
か
。

（
総
理
）

8
、「
国
づ
く
り
は
人
づ
く
り
か
ら
」
と
い
う

信
念
の
下
で
、
教
育
改
革
政
策
を
進
め
て
行
く

と
い
う
決
意
と
理
解
し
て
い
る
が
、
総
理
の
考

え
る
教
育
改
革
と
は
何
か
。（
総
理
）

9
、
新
し
い
時
代
を
生
き
る
子
供
達
が
、
最
先

端
技
術
を
学
ぶ
こ
と
は
大
切
で
あ
る
が
、
古
き

良
き
伝
統
や
倫
理
が
と
も
に
息
づ
く
教
育
こ
そ

教
育
改
革
で
進
め
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る

が
。（
総
理
）

10
、
東
京
一
極
集
中
を
く
い
止
め
、
若
い
人
が

東
京
か
ら
地
方
へ
と
就
職
先
を
探
す
よ
う
に
す

る
為
に
、
ど
の
よ
う
に
地
方
に
よ
り
魅
力
的
な

就
職
先
を
今
以
上
に
創
っ
て
い
く
考
え
か
。

（
地
方
創
生
担
当
大
臣
）

11
、
文
化
庁
の
京
都
移
転
な
ど
、
政
府
関
係
機

関
の
移
転
に
つ
い
て
は
、
地
方
に
財
政
負
担
を

か
け
ず
に
、
あ
く
ま
で
も
地
方
創
生
が
目
的
で

あ
る
と
い
う
こ
と
を
見
失
う
こ
と
な
く
、
進
め

て
ほ
し
い
と
思
う
が
。（
文
部
科
学
大
臣
、
地

方
創
生
担
当
大
臣
）

12
、
国
の
政
策
を
決
め
る
審
議
会
や
執
行
を
監

視
す
る
機
関
な
ど
に
、
地
方
大
学
の
先
生
方
を

一
定
数
入
れ
て
、
血
の
通
っ
た
地
方
創
生
を
実

現
す
べ
き
と
考
え
る
が
。（
地
方
創
生
担
当
大

臣
）

13
、
2025
年
の
大
阪
・
関
西
万
博
の
機
会
を
生
か

し
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
で
の
関
西
の
位
置
付

け
を
向
上
さ
せ
る
と
と
も
に
、
長
距
離
直
行
便

の
更
な
る
就
航
な
ど
を
通
じ
て
、
名
実
と
も
に

関
西
国
際
空
港
も
羽
田
、
成
田
と
比
肩
す
る
我

が
国
の
国
際
拠
点
空
港
に
成
長
し
て
ほ
し
い

し
、
そ
れ
を
実
現
で
き
る
だ
け
の
潜
在
力
を

持
っ
て
い
る
と
思
う
が
。（
国
土
交
通
大
臣
）

14
、
個
人
情
報
保
護
な
ど
の
影
響
に
よ
り
国
勢

調
査
員
の
苦
労
は
ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て
い

る
中
、
個
人
情
報
保
護
と
国
勢
調
査
の
あ
り
方

に
つ
い
て
、
総
務
大
臣
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。（
総
務
大
臣
）

15
、
戦
没
者
の
情
報
に
つ
い
て
は
、
厚
生
労
働

省
及
び
各
都
道
府
県
が
把
握
し
て
い
る
が
、
行

政
機
関
の
保
有
す
る
個
人
情
報
保
護
法
等
に

よ
っ
て
、
戦
没
者
遺
留
品
の
返
還
の
た
め
で
も

戦
没
者
の
情
報
が
提
供
し
て
も
ら
え
な
い
と
聞

い
て
い
る
。
そ
こ
で
現
状
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。（
厚
生
労
働
大
臣
政
務
官
）

16
、
あ
ま
り
に
も
厳
し
い
個
人
情
報
保
護
法
の

取
り
扱
い
に
よ
り
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
同

窓
会
な
ど
人
と
人
の
つ
な
が
り
が
希
薄
に
な

り
、
国
民
の
方
々
の
権
利
や
生
活
の
確
保
が
か

え
っ
て
困
難
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

（
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
）

17
、
国
家
公
務
員
、
と
り
わ
け
霞
ヶ
関
に
勤
務

す
る
職
員
の
働
き
方
改
革
の
現
状
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
の
か
、
ど
の
よ
う
に
働
き
方
改

革
を
実
現
し
て
い
く
の
か
。（
国
家
公
務
員
制

度
担
当
大
臣
）

18
、
社
会
全
体
の
働
き
方
改
革
を
ど
ん
ど
ん
進

め
る
こ
と
で
、
親
御
さ
ん
も
子
ど
も
と
一
緒
に

な
れ
る
時
間
を
増
や
し
て
ほ
し
い
と
思
う
が
、

同
時
に
、
幼
児
保
育
の
場
で
も
働
き
方
改
革
が

実
現
で
き
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
よ
う
な
現
実
を
踏
ま
え
て
、
幼
児
保
育
の

現
場
で
の
働
き
方
改
革
を
ど
う
進
め
る
つ
も
り

か
。（
厚
生
労
働
大
臣
政
務
官
）
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4
月
6
日
の
知
事
選
挙
と
同
時
に
執
行
さ
れ
る
3
選
挙
区

の
予
定
候
補
者
の
ポ
ス
タ
ー
が
完
成
し
た
。

国
家
・
地
方
公
務
員
の
定
年
延
長

国
家
・
地
方
公
務
員
の
定
年
延
長

令
和
令
和
1212
年
に
は

年
に
は
6565
才
ま
で

才
ま
で

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
特
措
法
の
改
正

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
特
措
法
の
改
正

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
追
加

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
追
加

私
た
ち
が
長
年
慣
れ
親
し
ん
で
き
た
学
校
の

世
界
観
と
は
、「
同
学
年
学
級
」「
科
目
別
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
」「
教
師
に
よ
る
一
斉
授
業
」「
紙
の

教
科
書
」「
テ
ス
ト
に
よ
る
成
績
評
価
」
と
い
っ

た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
を
仮
に「
近
代
教
育
」

と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
19
世
紀
半
ば
、
遅
れ
た

新
興
国
プ
ロ
シ
ア（
今
の
ド
イ
ツ
）は
英
国
や
フ

ラ
ン
ス
と
い
っ
た
欧
州
の
強
国
に
追
い
つ
か
ね

ば
な
ら
な
か
っ
た
。
強
大
な
軍
隊
を
創
設
し
、

産
業
革
命
に
伴
う
大
規
模
工
場
を
運
営
す
る
た

め
、
自
国
語
で
読
み
書
き
で
き
る
大
量
の
国
民

を
教
育
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
て
生
ま
れ
た
も
の

だ
。我

が
国
で
も
、
明
治
維
新
以
降
の
近
代
の
歴

史
は
基
本
的
に
欧
米
へ
の
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
で

あ
り
、
数
千
万
の
国
民
を
「
近
代
教
育
」
に

よ
っ
て
軍
隊
や
産
業
に
組
織
化
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
あ
り
、
か
つ
大
成
功
し
た
と
言
っ
て

よ
い
。
し
か
し
、未
来
に
わ
た
っ
て
、こ
の「
近

代
教
育
」
は
有
効
で
あ
ろ
う
か
。
私
に
は
根
本

的
懸
念
が
あ
る
。

「
近
代
教
育
」
が
得
意
と
す
る
の
は
画
一
的

に
標
準
的
な
学
力
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
こ
と
で

あ
り
、
人
工
知
能
や
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
で
定
型
業

務
が
代
替
さ
れ
る
時
代
に
お
い
て
非
常
に
重
要

な
「
創
造
性
や
個
性
の
伸
長
」
に
は
不
向
き
で

あ
る
点
だ
。
特
に
我
が
国
の
場
合
、
学
校
と
社

会（
ビ
ジ
ネ
ス
）の
距
離
が
遠
い
。「
勉
強
は
で

き
る
が
仕
事
は
で
き
な
い
」
と
い
っ
た
人
材
が

生
ま
れ
て
し
ま
う
構
造
が
あ
る
の
だ
。

議
員
時
代
、「
近
代
教
育
」
に
よ
っ
て
標
準

的
学
力
の
養
成
は
維
持
し
つ
つ
、
1
人
1
台
タ

ブ
レ
ッ
ト
を
活
用
し
た
創
造
的
授
業
や
、
企
業

と
の
連
携
に
よ
る
実
学（
課
題
解
決
型
授
業
）の

導
入
を
強
力
に
進
め
て
き
た
が
、
ま
だ
ま
だ
実

現
に
は
程
遠
い
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で

遅
れ
て
い
る
が
、
近
く
一
般
社
団
法
人
で
「
企

業
連
携
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
塾
」
を
立
ち
上
げ
、

令
和
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
教
育
事
業
を
始
め
る

つ
も
り
で
あ
る
。

桜
美
林
大
学
客
員
教
授　

二
之
湯 

武
史

『
昭
和
・
平
成
』
か
ら
『
令
和
』
へ

『
昭
和
・
平
成
』
か
ら
『
令
和
』
へ

〜
教
育
編
〜

〜
教
育
編
〜

3月末からYouTubeチャンネルを始めるため、カメラに向かう

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
が
国
内
で
発
生
し
、
国

民
の
生
命
及
び
健
康
に
著
し
く
重
大
な
被
害
を

与
え
る
恐
れ
が
あ
り
、
全
国
的
か
つ
急
速
な
蔓

延
に
よ
り
国
民
生
活
及
び
国
民
経
済
に
甚
大
な

影
響
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
る
場
合
、
現
在
あ
る

法
律
で
も
、
政
府
は
、
対
策
本
部（
本
部
長
・

内
閣
総
理
大
臣
）を
立
ち
上
げ
、
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
等
緊
急
事
態
宣
言
を
出
す
こ
と
が
出

来
る
。
中
国
武
漢
市
で
発
生
し
た
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
を
早
期
に
収
束
さ
せ

る
た
め
に
、
現
行
法
の
拡
大
解
釈
で
、
緊
急
事

態
宣
言
を
発
し
、
政
府
は
国
民
の
私
権
の
制
限

も
含
め
た
徹
底
し
た
対
策
を
す
る
べ
き
だ
と
い

う
強
い
意
見
も
あ
っ
た
。
だ
が
、
安
倍
首
相
は

慎
重
に
、
丁
寧
に
対
策
を
講
ず
る
必
要
が
あ
る

と
し
て
、
法
律
を
改
正
し
て
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
を
対
象
に
加
え
る
こ
と
に
し
た
。
政
府
が
緊

急
事
態
宣
言
を
す
る
環
境
は
整
っ
た
が
、
現
在

は
そ
こ
ま
で
の
危
機
的
な
緊
急
事
態
に
な
っ
て

は
い
な
い
と
政
府
は
判
断
し
て
い
る
よ
う
で
あ

る
。
一
部
に
は
、
拡
大
の
ピ
ー
ク
は
過
ぎ
た
と

い
う
意
見
も
あ
る
が
、
い
つ
集
団
感
染（
ク
ラ
ス

タ
ー
）が
発
生
す
る
か
も
知
れ
な
い
。
7
月
の
東

京
オ
リ
・
パ
ラ
を
控
え
て
、
政
府
は
万
全
の
拡

大
防
止
策
を
と
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
二
ノ
湯
議

員
は
、
予
算
委
員
会
で
、
総
理
、
厚
生
労
働
大

臣
政
務
官
に
対
し
、
国
民
生
活
や
経
済
、
社
会

に
重
大
な
影
響
を
与
え
る
リ
ス
ク
に
対
し
、
総

合
的
な
対
策
を
講
じ
る
よ
う
、強
く
要
請
し
た
。

公
務
員
の
定
年
は
、
現
在
60
才
ま
で
と
な
っ

て
い
る
。
今
日
の
平
均
寿
命
の
伸
長
や
少
子
高

齢
化
の
進
展
を
考
え
る
と
、
60
才
と
い
う
年
齢

で
職
場
を
去
る
の
は
早
す
ぎ
る
。
さ
ら
に
、
公

務
員
は
肉
体
労
働
者
で
は
な
く
、
知
識
、
技

術
、
経
験
等
が
必
要
と
さ
れ
る
知
的
労
働
者
で

あ
る
。
昨
今
、
社
会
の
変
化
は
早
く
、
そ
れ
に

対
応
し
て
、
国
民
、
市
民
に
的
確
に
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
こ
と
は
非
常
に
難
し
い
。
長
年
に

わ
た
っ
て
蓄
積
さ
れ
た
知
見
を
持
つ
人
材
が
60

才
の
若
さ
で
、
職
場
を
去
る
の
は
、
国
、
地
方

自
治
体
に
と
っ
て
も
大
き
な
損
失
で
あ
る
。
さ

ら
に
、
高
齢
化
時
代
を
迎
え
、
心
身
が
許
す
限

り
、
そ
の
高
齢
者
を
雇
用
す
る
こ
と
は
国
家
、

地
方
自
治
体
に
と
っ
て
有
益
な
こ
と
だ
け
で
な

く
、
仕
事
を
す
る
こ
と
は
健
康
に
も
良
い
。
そ

の
上
、
出
来
る
だ
け
長
く
働
い
て
貰
い
、
年
金

受
給
年
齢
を
遅
ら
す
こ
と
は
、
年
金
財
政
に

と
っ
て
も
、
大
き
な
プ
ラ
ス
に
な
る
。
今
国
会

で
、
公
務
員
の
定
年
を
65
才
に
延
長
す
る
「
国

家
公
務
員
、
地
方
公
務
員
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
」
が
成
立
し
た
。
60
才
以
降
、
定
年
時

の
給
料
の
70
％
に
下
が
る
が
、
令
和
4
年
度
か

ら
令
和
12
年
度（
２
０
３
２
年
）迄
に
2
年
に
1

才
ず
つ
段
階
的
に
引
き
上
げ
て
、
8
年
間
か
け

て
、
65
才
ま
で
定
年
を
延
長
す
る
。
65
才
で
も

今
日
ま
だ
ま
だ
若
い
。
将
来
は
働
く
意
志
と
体

力
が
あ
れ
ば
、
70
才
ま
で
延
ば
す
こ
と
も
考
え

ら
れ
る
。
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今
年
は
今
年
は
55
年
に
年
に
11
度
の
国
勢
調

度
の
国
勢
調
査査

政
府
は
重
要
性
を
啓
発
す
る
べ
き

政
府
は
重
要
性
を
啓
発
す
る
べ
き

一
、
高
齢
者
が
新
型
ウ
イ
ル
ス
に
か
か
る
と
、

重
症
化
し
や
す
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
為

に
、
私
も
外
出
す
る
時
は
、
マ
ス
ク
着
用
を
心

掛
け
て
い
る
。
こ
ん
な
経
験
は
初
め
て
で
あ

る
。
1
日
も
早
く
、
効
果
的
な
新
薬
が
開
発
さ

れ
る
こ
と
を
祈
る
ば
か
り
で
あ
る
。

一
、
新
幹
線
の
車
中
の
乗
客
は
通
常
の
5
分
1

位
。
東
京
駅
構
内
を
歩
く
時
は
、
人
に
当
た
ら

な
い
よ
う
に
避
け
な
が
ら
歩
い
て
い
た
が
、
今

は
そ
ん
な
気
遣
い
は
必
要
が
な
い
。
深
夜
ま

で
、
人
通
り
が
絶
え
な
い
東
京
も
実
に
ひ
っ
そ

り
と
静
ま
り
か
え
っ
て
い
る
。

一
、
学
校
の
修
学
旅
行
が
取
り
止
め
に
な
り
、

主
に
修
学
旅
行
専
門
の
旅
館
は
、
壊
滅
的
な
状

態
で
あ
る
。
数
人
の
一
般
客
が
泊
ま
っ
て
い
て

も
、
全
館
暖
房
に
し
て
男
女
の
浴
場
は
沸
か
し

て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
人
は
減
ら
す
訳

に
い
か
な
い
。
最
悪
の
状
態
だ
。

一
、
相
模
原
市
の
障
碍
者
施
設
で
、
入
所
し
て

い
た
19
人
を
殺
害
し
た
犯
人
に
横
浜
地
裁
は
求

刑
通
り
死
刑
を
言
い
渡
し
た
。
遺
族
は
厳
し
い

処
分
を
期
待
し
て
い
た
。
当
然
の
判
決
だ
と
思

う
。
大
量
殺
人
犯
を
無
罪
だ
と
主
張
す
る
弁
護

士
の
言
い
分
が
理
解
で
き
な
い
。

一
、
実
の
娘
に
対
し
て
性
的
暴
行
を
加
え
て
い
た

男
が
、
名
古
屋
地
裁
岡
崎
支
部
で
無
罪
と
な
っ

た
。
そ
の
判
決
は
不
当
だ
と
過
去
に
性
的
虐
待

を
受
け
た
女
性
陣
が
立
ち
上
が
っ
た
。
先
日
、

地
裁
で
実
父
に
懲
役
10
年
の
判
決
が
下
っ
た
。

犬
畜
生
に
も
劣
る
男
へ
の
当
然
の
判
決
で
あ
る
。

一
、
関
西
電
力
の
不
祥
事
を
調
査
し
て
い
た
第

三
者
委
員
会
の
報
告
書
が
ま
と
ま
っ
た
。
当
時

の
関
電
の
経
営
者
に
対
す
る
厳
し
い
評
価
と

な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
ど
う
し
て
森
山
氏
が

絶
大
な
権
力
を
持
ち
、
関
電
が
彼
を
恐
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
の
か
の
解
明
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。

一
、
親
の
子
に
対
す
る
虐
待
事
件
と
し
て
注
目

を
浴
び
て
い
た
栗
原
心み

愛あ

ち
ゃ
ん
の
裁
判
で
、

父
親
に
懲
役
16
年
の
判
決
が
言
い
渡
さ
れ
た
。

実
の
娘
に
執
拗
で
、
残
虐
な
行
為
を
繰
り
返
し

て
死
に
追
い
や
っ
た
罪
は
重
い
。
個
人
的
に

は
、
も
っ
と
重
罰
に
し
て
ほ
し
い
。

「新政経懇話会」入会のお願い
「新政経懇話会」では、機関紙「えとす」
の発行をはじめ、二ノ湯さとしの政治活動を
ご支援いただける会員を募集しております。
是非、二ノ湯さとしの政治理念と主張
にご賛同いただき、ご入会下さいますよ
うお願い申し上げます。

新政経懇話会
年会費　1口1万円

入会申込・お問い合わせ先
二ノ湯さとし事務所　☎075-315-2228

舞
鶴
は
日
本
海
側
の
守
り
の
拠
点

舞
鶴
は
日
本
海
側
の
守
り
の
拠
点

造
船
業
の
火
を
守
れ

造
船
業
の
火
を
守
れ

回
も
こ
れ
を
上
回
る
と
予
想
さ
れ
て
い
る
。
国

勢
調
査
は
、
国
の
根
幹
中
の
根
幹
の
調
査
で
多

額
の
国
費
を
使
っ
た
調
査
で
あ
る
が
、
国
民
の

関
心
は
い
ま
一
つ
低
い
。
参
議
院
予
算
委
員
会

で
、
二
ノ
湯
議
員
は
政
府
に
対
し
て
、
新
聞
、

テ
レ
ビ
等
の
メ
デ
イ
ア
を
通
じ
て
、
国
勢
調
査

の
重
要
性
を
啓
発
し
、
国
民
に
協
力
を
呼
び
か

け
る
よ
う
要
請
し
た
。

舞
鶴
市
と
言
え
ば
、
明
治
34
年
に
日
本
海
軍

の
鎮
守
府
が
置
か
れ
、
日
本
海
側
の
国
防
、
造

船
産
業
の
要
港
と
し
て
、
大
き
な
役
割
を
果
た

し
て
き
た
。
初
代
鎮
守
府
長
官
は
か
の
有
名
な

東
郷
平
八
郎
で
あ
っ
た
。
戦
後
も
、
昭
和
20
年

10
月
か
ら
、
引
き
揚
げ
者
が
上
陸
、
昭
和
33
年

ま
で
の
期
間
に
約
66
万
人
の
人
達
が
帰
還
し

た
。
戦
前
、
戦
後
も
舞
鶴
が
果
た
し
た
歴
史
的

な
役
割
を
決
し
て
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

現
在
も
、
海
上
自
衛
隊
の
基
地
、
海
上
保
安

学
校
、
そ
し
て
保
安
庁
第
八
管
区
本
部
も
存
在

し
て
い
る
。
舞
鶴
の
造
船
は
舞
鶴
海
軍
工
廠し

ょ
うに

始
ま
り
、
戦
後
は
飯
野
海
運
、
日
立
造
船
、
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
造
船
、
ジ
ャ
パ
ン
マ
リ
ン
ユ
ナ
イ

テ
ッ
ド
と
変
遷
し
て
き
た
と
は
い
え
、
変
わ
ら

ず
造
船
業
の
盛
ん
な
町
で
あ
っ
た
。
そ
の
舞
鶴

が
今
、
大
き
な
危
機
に
直
面
し
て
い
る
。
ジ
ャ

パ
ン
マ
リ
ン
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
が
早
晩
舞
鶴
か
ら

撤
退
す
る
と
発
表
し
た
。
450
人
の
従
業
員
の

内
、
300
人
が
他
の
事
業
所
に
配
置
転
換
と
な

る
。
関
連
業
者
も
移
転
す
る
と
な
る
と
、
造
船

技
術
の
継
承
が
出
来
ず
、
造
船
業
の
町
、
舞
鶴

今
年
は
5
年
に
1
度
の
国
勢

調
査
の
年
で
あ
る
。
第
1
回
目

の
国
勢
調
査
は
大
正
9
年（
1920

年
）に
実
施
さ
れ
、
今
年
は
100

年
目
に
当
た
る
。
全
国
で
約

70
万
の
調
査
員
が
、
1
人
お
よ

そ
50
世
帯
分
を
担
当
す
る
こ
と

に
な
る
。
令
和
2
年
の
調
査
対

象
人
口
は
、
1
億
2
千
7
百
万

人
、
調
査
対
象
世
帯
数
は

5
千
3
百
万
世
帯
で
あ
る
。
今

回
の
調
査
結
果
は
、
衆
参
議
員

の
定
数
に
も
関
わ
っ
て
く
る
た

め
に
、
議
員
に
と
っ
て
も
関
心

が
高
い
。
調
査
員
は
非
常
勤
国

家
公
務
員
と
な
り
、
守
秘
義
務

が
課
せ
ら
れ
る
。
そ
の
上
、
地

域
社
会
の
崩
壊
、
住
居
が
一
軒

家
か
ら
オ
ー
ト
ロ
ッ
ク
方
式
の

マ
ン
シ
ョ
ン
が
増
え
、
さ
ら
に

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
意
識
の
高
ま
り

な
ど
か
ら
、
調
査
員
は
住
民
と

の
接
触
が
困
難
と
な
り
、
役
所

が
調
査
員
の
成
り
手
を
探
す
の

は
一
苦
労
で
あ
る
。
前
回
2015
年

の
調
査
か
ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
回
答
を
導
入
し
た
。
回
答
者

の
3
分
の
1
以
上
が
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
い
る
。
今

の
衰
退
に
つ
な
が
っ
て
し
ま
い
か
ね
な
い
。
安

全
保
障
の
観
点
か
ら
も
、
地
方
創
生
の
観
点
か

ら
も
、
舞
鶴
市
に
於
い
て
、
継
続
的
に
自
衛
隊

や
海
上
保
安
庁
の
艦
船
等
の
建
造
等
が
行
わ
れ

る
こ
と
が
重
要
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
二
ノ

湯
議
員
は
、
3
月
10
日
の
参
議
院
予
算
委
員
会

で
そ
の
点
に
つ
い
て
、
防
衛
大
臣
、
国
土
交
通

大
臣
に
強
く
要
請
し
た
。

令和2年10月1日に国勢調査を実施します
日本国内に住むすべての人と世帯が対象です。


